
意  見  書 

 

広田和子 

 

 

１ 日本は民主主義国であり、生活保護施策に関することも、当然ながら言論 

の自由が保障され、生活、心理、健康などをおびやかさず、異論を認め合う

健全な日本社会であるべき。 

 

２ 記者達が「・・・・ジャーナリズムがないので辞めたい」と悩んでいる程、

マスコミが特ダネ合戦（記者達自身、チキンレースと呼ぶ）のパパラッチ的

で、多くの精神障害を持つ生活保護コンシューマーは不安になっている。全

ての報道を本来のジャーナリズムに。自殺報道、いじめ報道は連鎖を呼び、

自死遺族、いじめられた体験がトラウマになっている人などを苦しめている

（経験者の声）。 

 

３ 医療費の抑制は、国民の健康保持であり、予防が最重要。特に、現在の日

本社会全体を覆う息苦しくなるような中での“うつ”の多発。高齢化社会の

中での“認知症”などは国家的課題。 

  レントゲン、ＭＲＩ、ＣＴ、人工呼吸器、薬の多投与など医療提供側が生

活保護だということで手軽に使っていないか。コンシューマーも無料だとい

うことで安易に医療に関することを使いすぎていないか（街の人の声）。医療

機関は、必ずコンシューマーに利用明細金額を渡すべき。 

  精神科病床の社会的入院者解放のため、国及び自治体は、総力をあげてバ

リエーションのある住宅施策を。社会的入院は、マスコミ報道に押され、国

策として隔離収容施策をとったことにより生まれている。国の責任。 

 

４ 母子加算は、一部のマスコミ報道に乗って現政権がつけたのだから、責任

を持って撤廃を。 

 

５ 障害者加算の見直しを。精神障害者の世界で加算をもらっている人とない

人の差が大きすぎ、「加算をもらえなくなるので働かない」という現実もある。 

 

６ 生活保護Ⅰ類の見直しを。①多家族について。②年齢が上がるとき、急激

に下げすぎている。 
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７ 生活保護コンシューマーの親族に扶養義務を課さないこと。 

 

８ 生活保護基準部会に「主婦など“生活のプロ”を入れてほしい。」（街の人

の声） 

 

９ この特別部会も「支援者、相談員」のハローワークと私は感じている。 

 

10 小さな自治体は「国が新しい施策を作ると大変。統廃合してほしい。」と思

っている現状を私たち委員は直視すべき。 

 

11 福祉事務所と生活保護コンシューマーの人間としての信頼関係が大事で、

そうした努力を怠り、安易に警察ＯＢを雇用するのはおかしい。 

 

12 精神障害者の障害者雇用率義務付けて環境整備を。 

 

13 生活保護コンシューマーにしても、障害を持つ人でも、人は本来、みんな

社会貢献を望んでいる。そうした夢が実現できる社会作りを。 

 

14 もう一つのこの国の課題は、“愛の欠乏社会からの脱却”であり、孤立死な

ど全て制度で補うのはおかしい。 

 

15 日本は今、ピンチだけど、ピンチはチャンス！ 



精神医療サバイバー 
広田和子の 

お風呂に入って、 
汗を出して、 
水のシャワーを浴びる！ 
これを５回繰り返すことね！ 

お酒は楽しく！ 
 
１週間に１日は 
お酒を抜かないと
だめよ！ 

気分転換しなきゃ！ 
 カラオケ、お花を植える、森林浴をする、  
 縁日に行く・・・。 
 窓を開けるだけでもいいわ！ 
 でも、お酒に走っちゃだめよ。 
 過食もしないこと！ 

でも、やっぱり「住まい」は大事よね！ 

日本人は働き過ぎよ！ 
 フレックスタイムとか、余裕のある 
 働き方をしたいわね！ 

本人も、周囲も大変！ 
国家的にも大損失 
日本列島うつ多発中 



精神医療サバイバー 
広田和子の 

長い人生で培った経験は

宝よね！ 

脳の活性化、 
新しい歌も 
チャレンジ 

楽な体操 

トランプ、麻雀、
オセロで頭の 

体操 

社会貢献、 
未来の納税者に

声かけを 

長年の経験を 
活かした暮らし 

料理、園芸 
作れる喜びを 

感じられる日々 

商店街などで 
ウインドー

ショッピング 

いつまでも知的
好奇心を持とう 

新聞、読書 

一期一会を 
大事にした 
思い出作り 

若々しさを保つ
愛する心を 

バランスのよい
食生活 

快適な温度の 
お風呂、温泉 

安眠のためにも 
住環境を大事に 

世界同時多発！ 
サッチャー元英国首相も 
レーガン元米大統領も認知症 
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